
生活科 学習指導案 

  指導者 ○○ ○○ 

 

１ 日 時    令和７年１１月〇〇日（〇） 第〇校時 

２ 学 年    第１学年〇組 

３ 単元名   「きせつとなかよし あき」～あきをたのしもう～ 内容（５）（６） 

４ 単元について 

 

身近な秋の自然を見付けて観察したり、それらで遊んだりする活動を通して、秋の特徴や他の季節との違

いを見付けたり、それらで遊ぶ方法を考え、遊びを楽しく工夫してつくったりして、自然や生活の変化、自

然を利用した遊びの面白さや自然の不思議さ、校庭や公園のきまりを守る大切さなどに気付き、みんなと楽

しみながら季節の遊びや生活を創り出すことができるようにする。 

目指す子供の姿・目標 

目指す子供の姿・目標 

 〇 秋の自然の様子や季節の変化、季節によって生活が変わること、自然遊びの面白さや自然の不思議さに

気付いている。 

 〇 夏と秋の違いや特徴を見付けたり、遊びや遊びに使うものを試行錯誤しながら工夫してつくったりして

いる。 

 〇 秋を生活に取り入れ、生活を楽しくしようとしたり、みんなと楽しみながら遊びを創り出したりしよう

としている。 

 

 

   本学級の児童は、「きせつとなかよし はる なつ」の春には、身近な自然を観察し、野の草やシロツメ

クサなどで遊ぶ経験をした。夏には水遊びをしたり、育てたアサガオで押し花や色水作りをしたりして、季

節を楽しむ活動もした。春や夏の特徴や変化については、よく気付くことができた。四季については知って

おり、桜は春に花が咲くことは分かっているが、夏や秋の様子はよく分かっていなかった。 

児童アンケートによると、自分の考えをもったり、いろいろな人の意見を聞いて、それについて考えたり

することができていないと感じる児童が１割近くいることが分かった。話し合いの場面では、「そうなんだ

ね。」「いいね。」などの肯定的な言葉を使って反応できる児童が増えつつある。しかし、自分の考えをあ

まりもっていないことにより、自分の言葉で気付きや考えを説明したり、話し合ったりすることが難しい児

童がいる。 

 

 

   本単元は、自然と触れ合い、関わることを通して、四季の変化を感じ、また、見たり感じたりした秋を共

有することで、より秋を身近に感じることをねらいとしている。校内にはビオトープ、地域には公園や病院

の庭、幼稚園の森などがあり、自然に恵まれている。春や夏に季節を感じる活動をした経験を踏まえて、豊

かな自然を体感させることができる。自然の中で五感を使い、全身的な活動をすることで、言葉や動作で表

現することや、自然物を使って遊ぶことの楽しさに気付くことができるようになる。自分の活動を試行錯誤

しながら発展させたり、グループで知恵を絞って、よりよいものを創り出そうとしたりすることも予想され

る。こうした遊びによって、互いの関係が豊かになり、毎日の生活が充実していくことが期待できる。 

園児との交流を設定することによって、相手に合わせて適切に関わり、自分自身の言葉や振舞いを見つめ

直して活動する実践的な力も育てることができる。 

 

 

  導入では、夏より涼しくなってきたこと、教師（児童）が見付けた秋の自然物などを切り口に、秋と仲良

くなる方法を皆で考える場を設定し、それぞれの思いや願いを実現することを大切にする。 

単元の目標 

単元の価値 

働きかけ・環境設定 

現在の子供の姿 

目指す子供の姿 

〇〇小学校 



秋の変化を視覚的に捉えやすいように、地域の公園やまちの様子などの写真を随時掲示していく。 

近くの幼稚園児と交流しながら、森でいろいろな種類の落ち葉を集めたり、秋の自然物を使ったおもちゃ

で一緒に遊んだりする予定である。春からペアを組んで関わってきた園児のことを考えながら、遊びを改良

して楽しむ経験をさせる。 

教室には、集めたどんぐりや紅葉した葉、植物図鑑や絵本などを置いて自由に関わることができるように

したり、疑問や気付きを皆で共有しやすいように付箋を貼って掲示するコーナーなどを設けたりする。環境

を工夫することで、日常的に秋を感じられるような働きかけができると考える。活動場面では、同じ遊びの

グループで集まったり、〇〇ルームに、児童が希望した材料や用具を自由に使えるように、コーナーを設け

たりして、それぞれの思いや願いが達成できたという手応えをもたせたい。お互いの困りごとを相談できる

ような場も設定する。試行錯誤できる時間と場を想定して計画を立てる。児童が考えていることや、ふとや

ってみたことなどを教師が細かく見取り、価値付けて全体に紹介できるようにする。落ち葉が乾燥して使え

なくなるなど、児童の思い通りにならないことも予想されるが、失敗に学びながら成功体験につなげられる

ように、助言を丁寧に行いたい。 

よりよく話し合うために、アクティブリアクションを定着させておきたい。振り返りも大切にして、自分

の気付きを友達の気付きと関連させながら、学習を深められるようにする。 

 

 

【生活科】「きせつとなかよし はる なつ」の学習では、幼稚園や保育園の園児と、幼稚園の「ぼうけんの

森」で春見付けをしたり、夏の水遊びを一緒に活動したりすることを通して、自然に親しみ、季節の特徴に

気付いた経験を生かした秋の学習に発展することができる。また、アサガオのつるで作ったリースに、秋の

実を利用して飾る活動をすることで、生活科「きれいにさいてね わたしのはな」とつなげることができる。 

【音楽科】「ねいろとつよさ」の学習の中で、秋の自然物の楽器を演奏して楽しむことができる。  

【国語科】「しらせたいな 見せたいな」で、対象を詳しく観察し、気付いたことを人に知らせる文章を書く

ことを学習する。「みんなにしらせよう」では、相手意識をもって話す学習をした経験を生かして、園児を

意識してグループで話し合いをしたり、園児に分かりやすい説明を考えたりすることができる。 

【図画工作科】「かざってなにいれよう」で、秋の自然物の特徴を生かして、入れ物を飾ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながる学び 



５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇 身近な自然を観察したり、自然

の中で遊んだり、自然物を使って

遊んだりする活動を通して、秋の

自然の様子や夏から秋への変化、

季節によって生活の様子が変わる

こと、自然遊びの面白さや自然の

不思議さに気付いている。校庭や

公園のルールやマナーが大切なこ

とやそれを守って遊ぶと楽しいこ

とに気付いている。 

〇 身近な自然を観察したり、自然

の中で遊んだり自然物を使って遊

んだりする活動を通して、夏と秋

の違いや特徴を見付けたり、遊び

に使う物を工夫してつくったりし

ている。 

〇 身近な自然を観察したり、自然

の中で遊んだり自然物を使って遊

んだりする活動を通して、秋を生

活に取り入れ、生活を楽しくしよ

うとしたり、みんなと楽しみなが

ら遊びを創り出そうとしたりして

いる。 

 

① 活動を通して、秋の自然の様子

や季節の変化、季節によって生活

の様子が変わることに気付き、自

分の生活と関係していることに

気付いている。 

 

② 秋の自然を利用して遊ぶ面白

さや、遊びを工夫したり遊びを創

り出したりすることの面白さに

気付いている。 

 

③ 校庭や公園のルールやマナー

を守って遊ぶと楽しいことや、遊

ぶ準備や片付けの大切さに気付

いている。 

① 楽しみたい遊びを思い描きな

がら、秋の自然の中から遊びに使

う物を選んでいる。 

 

 

 

② 比べたり、たとえたり、試した

り、見通したりしながら、遊び自

体を工夫したり、遊びに使う物を

工夫してつくったりしている。 

 

③ 身近な自然が自分たちの生活

と関わっていることや、工夫した

り楽しく遊んだりしたことを振

り返り、表現している。 

① みんなで楽しく遊びたいとい

う願いをもち、繰り返し秋の自然

と触れ合おうとしている。 

 

 

 

② 友達の考えのよさを取り入れ

たり、自分との違いを生かしたり

して、遊びを楽しくしようとして

いる。 

 

③ 活動を通して、気付いたことを

生活に生かしたり、もっと調べて

みようと意欲をもったりして、自

分たちの生活を豊かにしようと

している。 

 

６ 指導と評価の計画 （全 ２０ 時間） 

小単元名 主な活動内容 知 思 態 評価方法 

 ともみなみの 

あきをみつけに 

いこう 

 

 

 

 

 

（３ｈ） 

秋について知っていることや、やってみたいこ

とについて話し合う。（事前アンケート） 

 

① 
  行動 

発言 

校内のビオトープや地域の公園で秋を探し、夏

と比べながら、秋を感じる。（常時）  
③  ①  

行動 

発言 

見付けた秋について、気付きをワークシートに

書き、伝え合う。             
①   発言 

ワークシート 

あきであそぼう 

もっと秋を見付けるための話し合いをする。

「ぼうけんの森」へ行く計画を立てる。   
    ① 

行動 

発言 

園児と交流しながら「ぼうけんの森」で遊ぶ。 

                   

 

③  ② 

行動 

発言 

作品 



 

 

 

         

 

 

 

 

（８ｈ） 

集めた落ち葉を生かした遊びをする。（落ち葉

でお絵かき、お面作り、衣装作りなど）   
② 

 

リハビリテーション病院にドングリの木があ

ることを知り、行って実を集める。     
③   

行動 

発言 

秋の葉や木の実を使って遊ぶと楽しそうなも

のを考え、つくってみる。（常時）       
 ①    

みんなで あきの 

あそびをたのしもう 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（本時１／９ｈ） 

園児を招待して、どんな秋を楽しむ会ができる

か話し合い、計画を立てる。  
 ①  

発言 

ワークシート 

ペアの園児のことを思い浮かべながら、おもち

ゃの改良や、ルールの工夫をしながら、試し遊び

をする。（本時）            

 ②  
行動 

発言 

準備、交流会、片付けをグループの友達と協力

して行う。               
  ③ 

行動 

発言 

交流会を振り返り、気付いたことや成長につい

てワークシートに書き、全体で交流する。 
② ③  発言 

ワークシート 

秋について振り返り、秋の特徴や春や夏との違

いを確かめ合う。            
 ③ ③ 

発言 

ワークシート 

 

７ 本時の目標 

園児のことを思い浮かべながら、秋の自然物を使ったおもちゃに工夫を加えた遊び方を考えることができる。

【 思考・判断・表現 ② 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 本時の学習展開 

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

１ 前時の活動を振り返る。 

 

 

 

２ めあてをつくる。 

 

 

３ 前時に選んだ、おすすめの遊びに、招待する園児と

楽しむことができる工夫を考え話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 招待する園児と楽しむ遊びを、自分たちがつくった

遊びのコーナーで試し遊びをしながら改良したり工

夫したりする。 

 

５ 全体で、工夫したところを発表し合う。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

（本時１／９ｈ） 

 

 

 

 

 

 

７ 次時の活動を知る。 

 

○ 本時の活動に生かせるように、これまでにつく

ったり遊んだりした秋の遊びを掲示しておく。 

〇 意欲的に活動するために、これまで交流してき

た園児を招待することを確認する。  

 

 

 

〇 相手意識をもって考えさせることで、ペアの園

児と一緒に楽しめる遊びになることを確認する。 

 

○ 園児のやりたいことや願いを知ることが大切だ

と気付かせるために、情報提供（幼稚園の先生か

らの手紙）をする。 

 

〇 全体で発表するために、各自、おすすめの遊び

をワークシートに書いて、互いの考えが共有でき

るようにする。 

 

○ 楽しいと思える「おすすめポイント」を声を掛

けることで言語化し意識させる。 

 

本時の見どころ【教師のファシリテート】 

★園児と一緒に楽しみたいという思いをもち、

自分たちの経験をもとに工夫したり改良したり

したいところを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 一緒に楽しめる活動になりそうな思いや、工夫

したことを評価し、価値付けるようにする。 

 

 

○ 具体的に園児を意識した振り返りを評価する。 

○ 表現が難しい児童には、文型を示し、当てはめ

てワークシートに書くように支援する。 

 

 

 

 

 

 

〇 わくわく感を高めるために、次の時間は、園児

との交流会の準備を始めることを伝える。 

ねんちょうさんと いっしょにたのしむ あそびをかんがえよう。 

 

どんぐりごま

がいいと思いま

す。どうしてかと

いうと、よく回る

どんぐりごまを

つくって競争す

ると、わくわくす

るからです。 

 

たぶん、〇〇さん

たちは、やじろべえ

を知らないから、遊

びを教えたら喜ぶん

じゃないかな。 

どんぐりごまで競争するのは

面白いね。○○くんは、競うのが

好きだから喜んでくれそう。 

 

木の実の楽器も

楽しそう。一緒に

楽器を鳴らすとも

っと仲良くなれそ

う。 

 

まつぼっくりけ

ん玉は、一緒に入

れると楽しかっ

たからおすすめ。 

どんぐり迷路は難し

いほうが楽しいから、

もっと工夫してつく

りたいな。 

早く遊びた

いな。 

○○ちゃんと○○したら、楽

しそう。 

めいろは、もう少し工夫し

て、楽しくしたいな。 



８－１ 板書計画  ※これまで園児と交流した写真をテレビに映しておく。 

 

 
 
 

 

 

 

９ 本時の評価規準と目指す子供の姿 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【思考・判断・表現②】 

交流会に招待する園児が楽し

める遊びを、理由を付けて考え

る。 

（発言・ワークシート） 

 

〇 秋の自然物を使って、園児が楽しめる遊びを考えようとしている。 

・ワークシートに、ペアの園児が楽しめそうな遊びを書く。 

 ・「○○ちゃんと、よく回るどんぐりごまで競争してみたい。」 

 ・「やじろべえの遊び方を教えたら、○○君は喜んでくれるかな。」 

 ・「けん玉の糸は、○○ちゃんには、短くしてあげたいな。」 

  

 

 

 

１０ 本時の見どころ  

・ 園児と一緒に楽しみたいという思いをもち、自分たちの経験を基に挑戦してみたいこと、やりたいことを 

考え交流するところ。 

・ 秋の自然の物を活用した遊びを経験しておくことで、もっとやってみたいという意欲が湧き、活動が意欲 

的になるところ。 

えんの先生から くふうするところ 

ふりかえり 

どんぐりごま           がっき 

 きょうそうしたら         みんなであわせると たのしい 

     たのしそう        いっしょにつくったらよろこぶ 

さかなつり 

 いろんなはっぱを  ねんちょうさん  めいろ 

つかうとたのしめる         まようようにするとおもしろい 

           やじろべえ  おとしあなは、すくなめに 

たくさんつれると    はじめて 見るかも 

うれしいはず      ジャンプしてもおちないとおどろくかな 

ねんちょうさんと いっしょにたのしむ あそびをかんがえよう 

すきなあそび 

 

め 


